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第13回 熊本県議会高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録 

 

平成25年９月27日(金曜日) 

            午前10時４分開議 

            午後０時７分閉会 

 

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 九州新幹線を活用した地域振興に関す

る件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他 

 

出席委員(13人) 

        委 員 長 小早川 宗 弘 

        副委員長 髙 木 健 次 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 平 野 みどり 

        委  員 堤   泰 宏 

        委  員 荒 木 章 博 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 浦 田 祐三子 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 東   充 美 

        委  員 橋 口 海 平 

欠席委員（１人） 

委   員 早 田 順 一 

委員外議員(なし) 

 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 錦 織 功 政 

 

       熊本県理事 

兼交通政策・情報局長 小 林   豊  

地域振興課長 吉 田    誠  

交通政策課長 中 川    誠 

商工観光労働部 

首席審議員      

       兼観光課長  渡 辺 純 一 

    くまもとブランド 

        推進課長 成 尾 雅 貴 

 土木部 

部 長 船 原 幸 信 

道路整備課長 手 島 健 司 

首席審議員 

兼道路保全課長 増 田   厚 

都市計画課長 平 尾 昭 人 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 松 永 清 文 

 警察本部 

交通部長 木 庭   強 

交通規制課長 安 武 秀 則 

 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 春 日 潤 一 

     政務調査課主幹 桑 原 博 史  

 

  午前10時４分開議   

○小早川宗弘委員長 それでは、ただいまか

ら第13回高速交通及び新幹線活用対策特別委

員会を開催いたします。 

 なお、本委員会に１名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 それでは、錦織企画振興部長から執行部を

代表して概要説明をお願いいたします。 

 

○錦織企画振興部長 委員会開会に当たりま

して、執行部を代表いたしまして本委員会の
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付託案件の概要につきまして、簡略に御説明

申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 高規格幹線道路等の道路ネットワークの整

備につきましては、本年度においては予算の

重点化が図られ、それぞれの路線において着

実に整備が進められておるところでございま

す。 

 次に、航空路線の利用促進につきまして

は、国内線全体の本年８月までの利用実績

は、昨年度を上回る水準となっております。 

 国際線につきましては、ソウル線におきま

して、７月末の知事によるトップセールスの

実施等を成果といたしまして、10月には臨時

便の運航による５日間連続運航が決定いたし

ました。 

 台湾線につきましても、８月末から34便の

連続チャーター便が運航中でございまして、

今月初めには知事によるトップセールスを実

施するなど、引き続き阿蘇くまもと空港の路

線振興及び拠点性向上に取り組んでまいりま

す。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセス改善や公共

交通機関の利用促進などを進めながら、引き

続き交通ネットワークの強化に取り組んでま

いります。 

 第３に、九州新幹線を活用した地域振興に

関する件でございます。 

 九州新幹線を活用した熊本づくり及び観光

振興等についてでございますが、くまもとプ

ロモーションの推進に当たりましては、引き

続き「くまモンのブランド価値向上の取組

み」を実施いたしますとともに、全国的とな

りました「くまモン」人気を活用しての効果

的な熊本のＰＲを展開してまいります。 

 また、観光キャンペーンにつきましては、

現在、｢リメンバー九州キャンペーン」や、

｢名探偵コナン 熊本・阿蘇ミステリーツア

ー」を展開しているところでございますが、

10月からはＪＲ九州とのタイアップによりま

す「どっちゃん行く？熊本キャンペーン」を

展開いたしまして、熊本観光の魅力を引き続

き全国に発信してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から説明申し

上げますので、御審議のほど何とぞよろしく

お願いいたします。 

 

○小早川宗弘委員長 それでは、議題(1)執

行部から事業概要の説明を受け、その後質疑

を受けたいと思います。 

 説明につきましては簡潔に、着座のままで

よろしいですので、説明をお願いしたいと思

います。 

 それでは、執行部から説明をお願いいたし

ます。 

 

○手島道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 お手元の資料に基づきまして、今回は、前

回からの変更点、アンダーラインの箇所を中

心に説明させていただきます。 

 担当しておりますⅠ高速交通体系に関する

件について御説明申し上げます。 

 10ページをお願いいたします。 

 その他路線についてのところでございま

す。今年度から国において、有明海沿岸道路

Ⅱ期の大牟田市－長洲町間の計画段階評価を

進めるための調査が行われてきましたが、平

成25年８月27日に、社会資本整備審議会道路

分科会九州地方小委員会が開催され、同区間

が計画段階評価に着手されました。 

 次の11ページをお願いします。 

 1)平成25年度の要望活動等について、現在

までの活動状況と今後の予定を記載しており

ます。 
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 以上で説明を終わります。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料の15ページをお願いいたします。 

 航空路線の利用促進でございます。 

 まず、国内線の状況でございます。 

 国内線、全体的には、８月末現在で対前年

同月比２％増の120万人の利用となっており

ます。特に、東京線におきまして、ＪＡＬ、

ＳＮＡが好調に推移しており、対前年同月比

3.9％増の86万7,000人となっております。 

 １ページおめくりください。17ページをお

願いいたします。 

 17ページに、対前年同期比で、４月から８

月までの旅客数、利用率を路線ごとに掲載し

ております。一番左側の太枠の中が今年度の

状況でございます。一番右端が同期比の比較

でございます。一番上の欄、東京線、先ほど

御説明しましたように、利用率63.6％となっ

ております。国内線全体で、一番下の欄でご

ざいますが、120万3,684人、62.5％となって

おります。 

 一番右側の比較のところをごらんになられ

てください。東京線、先ほどお話ししました

ように、旅客数で3.9％伸びております。ま

た、名古屋の中の小牧線が対前年50％伸びて

おります。大阪の中の神戸線が、１万9,000

人ほど減っておりますが、これはスカイマー

クの神戸線が、昨年10月から運休しているこ

とによるものでございます。トータル、一番

下の欄、２万3,622人ふえまして、２％増と

なっております。 

 １ページおめくりください。18ページの一

番下の欄でございます。 

 国際線の状況。先ほど部長の挨拶でも触れ

ましたけれども、この７月25日から27日にか

けまして、知事によるトップセールスを行

い、アシアナグループ本社を訪問いたしてお

ります。 

 19ページお願いいたします。 

 台湾でございます。台湾につきましては、

昨年夏の16便の連続チャーターに続きまし

て、ことしも８月23日から10月末にかけて連

続34便の連続チャーター、これはインバウン

ドのみでございます、約2,000名の台湾のお

客様をお迎えすることになります。 

 また、あわせて、同じ期間中、今月８日か

ら、高雄にチャーター便を今度は熊本側から

出しております。中華航空本社、あるいは亜

東関係協会等に対し、知事によるトップセー

ルスを行っております。 

 また、あわせまして、チャーター便の実現

を図るために、旅行会社等に対する要望活動

も実施しております。このチャーターに関し

ましては、県議会の皆さんも多数参加いただ

きましたことを改めてお礼申し上げます。あ

りがとうございました。 

 １枚おめくりください。21ページでござい

ます。 

 ソウル線の月別の状況でございます。４月

から８月まで４段に書いておりますが、利用

実績、前年比、利用率、それから「140人乗

換算」ということで一番下に率を書いており

ます。この「140人乗換算」と申しますの

は、この利用率というのが、お客様が多いと

きに機材のサイズを変えたりするものですか

ら分母が動くことにより、月別の比較がしづ

らいということで、アシアナと話しまして、

｢140人乗換算」ということでトレンドを見る

ということで整理しております。 

 一番下の今の「140人乗換算」をごらんに

なられてください。４月86.9％、５月55.

3％、６月70.9％、７月73.1％、８月92.4％

で、この８月までの間、利用率75.9％という

ことで、特にインバウンド、韓国からのお客

様によりかなりの数字になっております。 

 その下の欄がチャーター便の就航実績でご

ざいます。同じ８月までの比較でいきます

と、昨年は夏の間に連続チャーターが飛んで
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おりましたのでかなりの数字になっておりま

すが、今後25年度分につきましても、先ほど

御説明しました34便の連続チャーター等の数

字が重なりますので、前年並みぐらいの数字

にはなっていくと見ております。 

 １ページおめくりください。 

 22ページの国際線、今後の取組みでござい

ます。 

 ソウル線につきましては、先ほどお話しし

ました知事トップセールスの成果としまし

て、この10月４日の金曜日、それから６日の

日曜日の２便、臨時便を運航いたします。こ

のことによりまして、３日の木曜日から３、

４、５、６、７日の月曜日まで連続５便の運

航が実現する予定でございます。週５便化に

向けた布石と見ておりますので、なかなか周

知期間が短くて苦労しているんですけども、

これをきっかけに取り組んでまいります。 

 また、台湾線につきましても、今後さらに

チャーター便の実績を積み重ねるなど、定期

路線の開設に向けて積極的な取り組みを行っ

てまいります。 

 23ページをお願いいたします。 

 航空物流機能の強化でございます。 

 これも４月から８月まで、対前年の同月比

をしております。表の一番下が比較でござい

ますが、一番右をごらんになられてくださ

い。89.8％と、対前年度同期で約10ポイント

を下回っております。787の運航停止の後、

復活を期待していたんですけれども、まだま

だ足踏み状態でございます。かなり運航コス

トのコストダウンを物流業者が図っていると

いうことで、こういう状況になっているとい

うように聞いております。 

 少し飛びまして、29ページをお願いいたし

ます。 

 29ページ、空港周辺の今後の取り組みでご

ざいます。 

 一番下の欄に大空港構想の推進と書いてお

ります。前回の委員会の際に、情報発信の強

化ということで、公衆無線ＬＡＮの整備につ

いて御説明いたしましたが、来月頭にある水

銀条約会議の開始に間に合うように、国際線

ターミナルビル、それから国内線ターミナル

ビルともＷｉ-Ｆｉのスポットを整備するこ

とで進めております。 

 また、前回も若干御説明いたしましたが、

今年度には空港周辺県有地に、これは駐機場

でございますが、これの整備に向けた基本設

計、実施設計に今取り組んでいるところでご

ざいます。 

 少しおめくりください。33ページをお願い

いたします。 

 都市圏交通の中の公共交通ネットワークで

ございますが、豊肥本線を活用した空港ライ

ナーの試験運行の状況が、８月までの数字で

ございます、延べ利用人数、運行開始から９

万6,473名となっております。 

 また、一番下の欄をごらんになられてくだ

さい。この４月から８月までの１日利用の平

均の数字が157人となっております。引き続

き利用者をふやすべく取り組んでまいりま

す。 

 交通政策課、以上でございます。 

 

○平尾都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 資料36ページをお願いいたします。 

 (3)パークアンドライドの利用状況です。 

 熊本都市圏10カ所におけるパークアンドラ

イドの稼働状況につきましては、本年８月末

時点で、駐車可能台数547台に対し、契約台

数は368台、稼働率は67％となっておりま

す。 

 37ページをお願いいたします。 

 パークアンドライドの利用促進に向けた取

り組みですが、周知・広報といたしまして、

熊本都市圏を構成する５市６町１村、交通事

業者、大規模商業施設、コンビニ等に、右に

示しておりますポスターの掲示を依頼してお
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ります。また、バス・電車フェスタ等のイベ

ントにおきましても、広報活動等を行う予定

としております。 

 事業者への利用促進の働きかけですが、特

定規模事業者の13事業所の従業員を対象に実

施したアンケートから、パークアンドライド

の認知度が低いことが判明したため、従業員

に対する周知・広報の協力を依頼するととも

に、その他の対応策も検討してまいります。 

 駐車場事業者への改善の働きかけですが、

アンケート結果をもとに問題点の整理、稼働

率の向上策の検討を行っており、その検討結

果を踏まえた働きかけを駐車場事業者、交通

事業者に行ってまいります。 

 38ページをお願いいたします。 

 2)普及促進に向けた取り組みです。 

 新たな立地に関する検討として、パークア

ンドライド駐車場が未設置の駅・バス停にお

ける駐車場設置の可能性を検討し、駐車場の

拡充を図ってまいります。 

 恐れ入りますが、ここで別添資料のほうを

お願いいたします。 

 熊本都市圏における交通施策の重点的・効

率的な実施を図るための行動計画として、平

成15年度に策定されました都市交通アクショ

ンプログラムの平成24年度末の進捗状況につ

いて御報告いたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 アクションプログラムの進捗状況を、上段

右の赤の棒グラフに示しておりますが、198

の施策・事業のうち、平成24年度末までに６

割を超える129の施策・事業が目標を達成し

ております。平成24年度に新たに目標を達成

した施策・事業はありませんでした。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ５、実施検討施策からの追加状況に、中期

Ａに追加した施策を示しております。なお、

本年度既に目標を達成している施策・事業が

３施策あります。その内訳を下段の６に記載

しております。本年度中にはこの３施策を含

む16施策の完了を予定しております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 現在未着手の施策・事業は10施策ありま

す。未着手の理由と取組状況を記載しており

ます。事業主体であります熊本市には引き続

き計画の具体化を求めてまいります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 実施検討施策の取組状況です。１施策が中

期Ａに移ったことから、現在７施策の検討を

進めているところです。これらの施策につき

ましても、計画の具体化に向けて取り組んで

まいります。県といたしましては、今後とも

アクションプログラムの計画的、継続的な実

施に向けて、政令指定都市となった熊本市と

熊本都市圏内の他の市町村との総合調整を手

がけてまいりたいと考えております。 

 説明は以上でございます。 

 

○松永鉄道高架推進室長 鉄道高架推進室で

ございます。 

 引き続き、別添資料をお願いいたします。 

 ２の熊本駅東口駅前広場の計画案について

でございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 本日の熊日新聞でも報道がございました

が、熊本市が事業主体として進めております

熊本駅東口駅前広場の整備につきまして、市

から計画案が提示されましたので御報告いた

します。 

 １、これまでの経緯と、熊本市から提示さ

れました今後のスケジュールについてでござ

います。 

 平成23年３月に、九州新幹線開業にあわせ

まして、県では東口駅前広場を暫定的に整備

完了し、現在の形で供用開始しております。 

 平成24年４月に、熊本市が政令指定都市に

移行し、東口駅前広場整備の事業主体も県か

ら市へ移行しています。 

 熊本市では、駅前広場の交通施設配置計画

を再検討され、今回ゾーニング図として案が
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提示されました。 

 ここで、裏面の６ページをごらんくださ

い。 

 熊本市から提示されました東口駅前広場ゾ

ーニング案でございます。下側が新幹線西

口、上側が東口駅前広場でございます。 

 まず、図面の左側の水色で塗ってある範

囲、駅前広場の北側部分でございますが、こ

こにバスターミナルやタクシー乗降場、タク

シープールが配置されています。 

 次に、中央の緑色の範囲は環境空間となっ

ており、現在電停などがある駅の正面となる

ところでございます。 

 その右側の赤丸の点は、路面電車を表示し

ております。現在は南北方向に道路区域内を

走っております市電を、熊本駅へ乗り入れる

計画となっております。ただし、熊本市は、

図面左下枠の米印で書いてありますように、

安全対策等の課題解消後に市電の駅舎乗り入

れを実施するとしております。 

 市電の乗り入れの右側の水色で塗ってある

範囲はタクシープールの表示がありますが、

タクシーの待機場所として、ここから図面左

側のタクシー乗降場へ向かう形となります。

また、一般乗降場や整備場もこの場所に配置

されます。 

 ５ページの今後のスケジュールに戻ります

が、今後はゾーニング図をさらに具体化した

基本計画を今年度中に策定され、平成29年度

までに実施設計などを行い、平成30年度から

31年度にかけて駅前広場を整備し完成させる

予定と、熊本市から伺っております。 

 ２、今後の対応でございますが、県としま

しては、熊本駅東口駅前広場が広域交通拠点

としての機能強化などが図られ、景観的にも

優れたものとなるよう、庁内関係各課で連携

して、熊本市などと協議や調整を行っていき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課でございます。 

 委員会資料にお戻りいただきまして、46ペ

ージをお願いいたします。 

 (1)くまもとプロモーションの推進及び観

光キャンペーン等の展開でございます。 

 当課関係といたしまして47ページからでご

ざいますが、３点御報告をいたします。 

 まず、47ページ中ほどでございますが、本

年度くまモンのブランド価値向上の取組みで

ございます。 

 これの丸のキャラクターの深化の第３段落

目になりますが、直近の話題といたしまし

て、ことし３月に発表いたしました森高千里

が歌います新しい「くまモン」の歌、｢くま

モンもん」と申しますが、これと「くまもと

サプライズ！」の２曲をカップリングいたし

ましたＣＤとＤＶＤが一昨日、９月25日に全

国発売をいたしました。ＤＶＤのロケにつき

ましては、熊本城ほか熊本市内で行っている

ところでございます。 

 次に、同じく47ページから48ページにかけ

てですが、ヨーロッパプロモーションといた

しまして、７月には初めてヨーロッパを訪れ

まして、パリ郊外で開催いたしました「ジャ

パンエキスポ」に参加いたしました。48ペー

ジに入ってございます、フランスの「ジャパ

ンエキスポ」に出展いたしました。その後、

クリスタルメーカーのバカラ社、テディベア

のドイツシュタイフ社、イギリスに渡りまし

て、ＭＩＮＩのオックスフォード工場などを

訪問いたしました。 

 これらは、帰国後、全国ネットで報道をさ

れるなどいたしました。また、ＭＩＮＩにつ

きましては、その後全国115カ所の国内のＭ

ＩＮＩのディーラー各店舗におきまして、熊

本県の観光ＰＲフェアというものを開催して

いただいたところでございます。ポスターの

掲載ですとか、観光パンフレットスタンドの

設置、熊本の赤のブランドの提供等を行って
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いただきました。 

 次に、49ページをお願いいたします。 

 一番上、②の「くまモンと熊本の関連性強

化」でございます。 

 飛びまして、51ページをお願いいたしま

す。 

 ③点目でございますが、物産観光等情報提

供施設、中ほど「くまモンスクエア」の整備

でございます。７月24日、新たに本県の観光

物産情報施設といたしまして、｢くまモンス

クエア」をオープンいたしました。メイド・

イン・くまもとにこだわったり、地産地消に

こだわった商品の構成を手がけておりまし

て、開館から８月末までの間に、約７万3,00

0人の来館がございました。それから本日、

９月27日でございますけれども、10万人に達

成する予定でございます。全国各地から、さ

らに海外からもお客様が訪れておりまして、

熊本の新たな観光スポットとなっておりま

す。 

 また、夏休み期間におきましては、およそ

半数が県外からの来館者というふうに判断し

ているところでございます。 

 また、来館後は、隣接する百貨店を初め熊

本市内繁華街にもお客様が流れておりまし

て、市街地の活性化にも寄与しているのでは

ないかというふうに見ているところです。 

 くまもとブランド推進課、以上でございま

す。 

 

○渡辺観光課長 観光課でございます。 

 観光キャンペーン等の展開について、御説

明させていただきます。 

 52ページをお願いいたします。 

 新幹線開業効果の継続拡大を図るために、

ＪＲ西日本と連携いたしまして、52ページ①

の「リメンバー九州キャンペーン」、53ペー

ジ②の「名探偵コナン“熊本・阿蘇ミステリ

ーツアー”」を展開しております。 

 ｢リメンバー九州キャンペーン」では、関

西地域を中心に現在、歌手の谷村新司さんが

出演するテレビＣＭを放映いたしておりま

す。 

 54ページをお願いいたします。 

 ③でございます。今月末までとなりますけ

れども、現在ファミリー層をターゲットに涼

しさ  涼や観光列車、くまもとの赤グルメ

を紹介いたします「くまモンパラダイス 夏

たびキャンペーン」、右側にパンフレットが

ございますが、展開しております。｢くまモ

ン」の形にかたどったパンフレットは非常に

好評でございまして、お盆前には在庫が底を

つきまして増刷させていただきました。ま

た、福岡を中心に電車やバスの車内等でＰＲ

をいたしております。 

 続きまして、④でございます。ＪＲ九州、

ＪＲ西日本と連携いたしまして、鉄道、食、

温泉、パワースポットなどをテーマに、｢ど

っちゃん行く？熊本キャンペーン」を10月か

ら来年３月まで展開いたします。｢くまモ

ン」とＪＲ九州のキャラクター「くろちゃ

ん」を核にした観光キャンペーンでございま

して、現在九州全域でテレビＣＭが放映され

ております。また、このキャンペーンでは、

毎月エリアごとに観光バスを運行いたす予定

でございます。 

 資料への掲載が間に合いませんでしたけれ

ども、このキャンペーンの一環といたしまし

て、10月１日から約１カ月間、｢くまモン」

｢くろちゃん」をラッピングした新幹線が、

毎日１本、新大阪－鹿児島中央間を運行する

ことになりました。九州新幹線でのラッピン

グというのは初めてでございます。 

 また、10月15日に、豪華寝台列車「ななつ

星in九州」が運行開始しますので、初めて阿

蘇に訪れる10月18日にはＪＲ九州、地元の関

係者の皆様と一緒になってお出迎えする予定

でございます。 

 55ページをお願いいたします。 

 ⑤でございます。昨年夏の熊本広域大水害
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によりまして、ＪＲ豊肥線が一部不通となっ

ておりましたけども、本年８月４日に、関係

者の皆様方の御尽力によりまして、全線開通

となりました。全線開通にあわせまして、Ｊ

Ｒ九州、大分県と連携して全線開通をアピー

ルする宣伝活動を展開いたしました。 

 56ページをお願いいたします。 

 ⑦でございます。九州新幹線を活用した修

学旅行誘致のため、ＪＲ九州、ＪＲ西日本、

宮崎・鹿児島両県と連携いたしまして、関西

の旅行会社を招聘し、南九州３県を縦断する

修学旅行ルートをアピールいたしました。 

 ⑧でございます。航空機でございますけれ

ども、現在九州に路線を持つ航空会社14社と

九州７県、九州観光推進機構が連携いたしま

して、｢空行け！九州キャンペーン」、右側に

パンフがございますが  を展開いたしてお

ります。このキャンペーンでは、九州７県の

魅力をアピールするため、大都市圏を中心に

観光物産展等を開催する予定でございます。 

 最後に、57ページでございます。最近の観

光動向についてでございます。本県が実施い

たしました県内主要32軒のホテル・旅館の宿

泊動向調査によりますと、ことしの４月から

６月の本県の延べ宿泊者数は、全体で前年同

期比103.5％となりました。 

 国内の宿泊客数は、前年同期比98.2％でご

ざいます。平成24年、昨年７月の熊本広域大

水害の影響等による風評被害は払拭されてお

りますものの、東日本への観光の回帰が見ら

れることから、横ばい傾向にございます。 

 海外からの宿泊者数は、前年同期比136.

8％となりまして、平成25年も東アジアを中

心として回復傾向は続いております。 

 観光課は以上でございます。 

 

○小早川宗弘委員長 以上で執行部からの説

明が終わりましたので、質疑に入りたいと思

います。それぞれ委員の皆さんから何か御質

問はありませんか。 

 

○荒木章博委員 それでは、たくさんいらっ

しゃるから、前半３つだけで、あと後半時間

があればまた質問したいと思っています。 

 臨時便を５便化ということで、大変小林局

長を初め御苦労あって、知事のトップセール

ス、トップセールスという言葉をよく議会で

も委員会でも耳にします。非常にいいことだ

と、そしてまた観光客も、韓国から遠路にか

かわらずたくさん熊本に来ていただく、これ

はいいことだなと思います。 

 そういう形の中で、熊本県がソウルにあわ

せて忠清南道と姉妹提携の中での一つの交流

の事業、それとあわせてそのほかにどんなこ

とを、５便化に向けて何らかの、知事だけの

トップセールスだけではなくて、例えば空港

の国際組合ですか、いろんな組織、それがソ

ウルで会合をやったり、宴会をやったり、そ

うした向こうとの経済界の人たちと触れ合う

こともやられておると思うんですけど、それ

以外にどんなことを県のほうとしては  や

っぱり何というですか、認知度が非常に熊本

は、もちろん「くまモン」もいますけども、

アジアにおいては認知度が少ないわけです

ね。そういったものを、将来に向けてどうい

う対策をとられようとしているのかというこ

とを、１点はお聞きしたいと思います。 

 ２番目は、ＬＣＣの対策ということは、議

会で私も、皆さん方もたくさん質問をされて

おられますけども、その格安の航空券に対す

る対策。 

 それと含めて、熊本から東京往復便、これ

はパックにしても東京から熊本の往復便、こ

れは人口密度が違うにしても、かなりの料金

の違いがある。これは１万数千円違いますか

ら、利用率というのは何十億にもなると思う

んです、東京－熊本、熊本－東京と。ただ、

熊本県民が利用をして、これだけの要するに

全日空も日本航空も、ＪＡＬもＡＮＡも、こ

れだけの要するに利益を上げているわけです
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から、この人数を見ますと、そういったとこ

ろで熊本のタイアップというか、熊本県民が

どう東京との格差をなくしていくか。これを

やっぱり集中的にやらないと、これだけ乗降

客が熊本は乗りが多いわけですから、そうい

ったところの１点。 

 もう一点は、３つ目は、空港ライナーのこ

と。あそこで髙野委員が質問されましたけ

ど、今地道にやって少しずつ上向いてきてい

る。今後の取り組み、戦略含めた、この３点

をちょっとお尋ねします。 

 

○中川交通政策課長 今お尋ねいただきまし

た、まず、ソウル線のお話でございます。認

知度向上は大事だということは大変認識して

おります。私どもが訪れる際、それからトッ

プセールスの際も先方から、まだまだ認知度

が足りないんじゃないかという御指摘受けて

おります。 

 私どもが今一番真っ先に取り組んでおりま

すのは、これはアシアナ航空のソウル支店か

らのアドバイスを受けてやっているのです

が、テレビショッピングでございます。韓国

側のテレビショッピング、ホームショッピン

グで先方様、テレビの流れたツアーを買うと

いう習慣があるということで、それでゴルフ

パックをかませたり、そういうのをやって取

り組んでいる。これが今かなり効果を上げて

いると聞いておりますので、これは引き続き

力を入れたいと思います。 

 また、あわせまして、先ほど御指摘があり

ましたような、韓国側でのいろんなイベント

にはできるだけ参加するようにしたいと思い

ますが、これは私どもとほかの庁内のセクシ

ョンと連携しまして、なかなか予算の限りも

あるもんですから、効果とタイミングを図っ

て乗り込んでいきたいと思っています。ここ

は積極的に取り組んでいきたいと思います。

それがまず１点目でございます。 

 それから２点目、ＬＣＣのお話をちょっと

されましたので、先ほど３点とされましたけ

ど４点になるかと思います。 

 ＬＣＣは、以前から御指摘受けておりまし

て、私どももしっかり認識しております。ど

の航空会社に何度足を運んでおるとか、そう

いう話は相手のある話ですのでなかなか話し

かねるんですけれども、これは現実、具体的

に私どもＬＣＣの各社と接触をしよります。 

 ただ、相手方の機材の導入時期とかのタイ

ミングもありますし、相手方も路線ネットワ

ークの展開スケジュール感がありますので、

まだそれが、条件が整っていないということ

でございます。引き続きＬＣＣにもしっかり

頑張りたいと思います。 

 それから、国内のパックの話ございまし

た。たしか前回も御指摘受けております。そ

の後、早速大手の３社ぐらいのエージェント

から情報収集いたしました。御指摘のとお

り、具体的にいいますと、東京から熊本間で

比較しました。東京－熊本の行き帰りの料金

を比較しますと、３社の料金の中で一番安か

ったところで3,000円ぐらいの差がありまし

て、御指摘のとおり羽田からのほうが安い

と。一番高いところはやっぱり１万円をちょ

っと超えております。真ん中のところで5,10

0円でございました。そういう価格差があっ

ております。 

 それをどういう背景があるかというお尋ね

をしまして、今御指摘にありましたとおりで

ございますが、先方からのお話では、各地方

から羽田というのはものすごく人気路線でご

ざいまして、少し話が長くなりますけど、羽

田の発着枠を各航空会社が取りたがるのはそ

ういうことでございます。羽田をふやせばお

客がふえるということで、各地方から行く分

は単独路線、地方からは１本なんですね、そ

こはものすごく奪い合って、少ない枠ですけ

ど一生懸命埋め合っていくような形になって

おります。 

 一方、同じ旅行会社さんは、東京側で売っ
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たり地方で売ったりするんですけれども、大

手の旅行社さんからすれば、東京からすれば

地方というのはいっぱいあるわけです。どこ

を選ぶか。ですから、熊本に行かせようと思

ったらディスカウントしないと売れない。そ

れを熊本だったり鹿児島だったりしてディス

カウントしている。熊本側からは行き先は羽

田なもんですから競合がないと。ですので、

そんなに値段が下がらない。 

 これは、熊本から東京に向かう便がもっと

もっとふえてくれば、航空会社間の競争は上

がるかもしれません。今のところ、全日空、

ソラシド、ＪＡＬそれからスカイマークの４

社運航の２１便になりましたけれども、今の

値段の中で旅行会社と折り合いがついている

というのが現状でございます。 

 最後、空港ライナーでございます。これも

私ども目的としましては、空港間の競争、空

港間の競争といいますのは都市間の競争でご

ざいます。新幹線が開業して今新幹線という

のはスタンダードとなって、競争力としては

しっかり私どもは一つの車輪として、牽引役

として活用したいと思っておりますが、一

方、空港のほうも車の両輪として頑張らなけ

ればいけないと。 

 今、全国各地では  私どもの県ではやっ

と23年に九州新幹線全線開業したんですけれ

ども、よそは早くから開通しています。今は

空港の競争の時代になっていますので、新幹

線とあわせて空港に特に頑張らんといかぬ。

空港で競争するためにはやはりアクセス、拠

点性を高めるしかない。これが航空会社と話

をする中で一番出てくるところでございます

ので、私どもは今あるリムジンバスに加え

て、さらに定時性を図れるような鉄軌道を使

う空港ライナーをやっていると。 

 これにつきましては、まだ実験運行という

ことで走っておりますが、これをぜひ本格運

行につなげないかということで、お客さんを

ふやしたいと。ことしの夏に豊肥本線がやっ

と１年ぶりに復旧しましたので、豊肥本線の

沿線沿い、これは県外まで行っております、

県外の九州の横軸という観点から、豊肥本線

の横断の横軸の大分県側、それから熊本県内

の鹿児島本線、三角線の鉄道のネットワーク

  鉄道のないエリアがまだ熊本県にありま

すが、お客様にとっては、最寄りの駅に送迎

していただいて、鉄軌道を使っていただく方

策、そういうのにつなげていきたいと思っ

て、一生懸命ＰＲをしているところでござい

ます。ですので、もっともっとお客さんをふ

やすべく取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

 少し長くなりましたけど、以上でございま

す。 

 

○荒木章博委員 今、韓国のいろんなトップ

セールス以外に、イベントについては参加し

ようと思っておるということなんですけけど

も、本年度はどこか行かれましたか。 

 

○中川交通政策課長 本年度は、済みませ

ん、私どもの交通のチームではまだ韓国側の

イベントには参加はしておりません。前の

年、前々の年とかになりますと、向こうの川

を再開発しているところであったイベント

に、山鹿市とかを連れて大々的に行ったとい

うことはありますけど、今年度はまだ残念な

がら足を運んでおりません。 

 

○荒木章博委員 実は、アンソン市、ソウル

の真下、１時間以内で行ける富裕層のまち、

当初予算が5,000億、伸びているアンソン市

の市長が、この前熊本市長や知事を訪問され

た。そして関係者に、今度は10月の１日から

前夜祭、２日から開会式があるから、県のほ

うにも御案内があっていると思います。 

 わざわざそういう方が民間活力で温めて、

向こうから来て、そしてこれはありがたいこ

とですよね、熊本に宿泊をされて、阿蘇に泊
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まり、熊本に泊まり、帰られたわけです。熊

本のすばらしさを、初めて九州に市長さんが

入られたということで、まあ朴槿恵政権の重

鎮の一人ですね、朴槿恵派の。その市長が熊

本を非常に気に入られて来られた。 

 その中で案内があっていると思うんですけ

ど、県からどなたか  今言われたんでは、

各イベントに参加すると。ただイベント参加

するだけではなくて、向こうからおいでて、

今度はこちらにおいでませんかという御案内

されたと思うんですけど、これについてはど

うですか。 

 

○中川交通政策課長 申しわけありません。

その10月１日の御案内の分のお話は、まだ私

どもの交通のほうには届いておりません。ほ

かのセクション、インバウンド対策というこ

とで、ほかのところで対応されておるわけで

す。申しわけありません。 

 

○荒木章博委員 連携が取れてない。あなた

は今、韓国のイベント、いろんなのには参加

すると言っているなら、あったことも知らな

いでは  来られたことは知っているんでし

ょう。 

 

○中川交通政策課長 足を運ばれたというこ

とまでは承知していますけど、詳しい中身ま

ではまだ情報は入ってきておりません。 

 

○荒木章博委員 私は、知事がトップセール

ス、トップセールス、トップセールスと、そ

れで観光客が飛び込んでくる。知事もこんな

に忙しい中に韓国に行って、アジアに行っ

て、いろんな「くまモン」を連れていった、

今度はアメリカに行かれたりするけれども、

だから担当の係で、そういう横との連携と

か、こういうイベントに向こうから来て御案

内をして、結局県からは誰も行かないわけで

す。それは礼を失することなんです。10万も

かからないですよ。そういう横の連携が全然

とれていない、このことだけでも。 

 だから、一旅館組合の女将さんやなんやチ

ャーター便飛ばしていって、向こうから行っ

て、向こうで熊本をアピールをして帰ってき

て、それだけで満足したらだめなんです。だ

から、週５便化なんか全く無理ですよ、台湾

も考えていかなきゃいかぬのならば。そうい

ったところのちょっとした礼儀を、部長どう

ですか、こういう横の体系が全然きいとらぬ

とか。 

 

○錦織企画振興部長 今回お話しいただいた

韓国からの首長さんの御来訪というのは、残

念ながら、申しわけございません、私の耳に

は入っておりません。これは、この案件だけ

ではございませんけれども、私ども企画振興

部というのは、各部の横断的な調整の担当に

もなっておるところでございますので、その

点でもし不備がございましたら、ここにおわ

び申し上げる次第でございます。 

 おっしゃられるとおり、県庁全体としての

情報共有と、総合的には意思判断というの

は、積極的に我々がかかわっていかなければ

ならない案件でございますので、これを一つ

のきっかけといたしまして、より一層連携を

庁内でも深めてまいりたいと思っております

ので、この件につきましても引き続き調査し

て、どういう対応があるべきなのか検討させ

ていただきたいと思っておりますので、御容

赦いただければと思います。 

 

○荒木章博委員 部長、そこまで言われたか

ら、私もそれ以上屋上屋を重ねることはない

と思うんです。やっぱりこういった一つの横

の連携というか、せっかく民間の人たちが努

力してお呼びすることができた、そしたらま

たそういうところにも、観光課あたりもいろ

んな相談したりとか、そういうことをされた

りしているわけです。 
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 じゃあ、そういうやられていることについ

ては、やっぱり国際線に向けてそれをやるわ

けだから、横の連携を、商工観光労働部と企

画振興部のほうと、そして国際の実際飛行機

を飛ばす担当とそういう連携をとっていかな

ければ、私から言うなら机上の空論ですよ、

みんなやっていても。 

 だから、そういうところはきちんとお互い

がやるべき。本当に礼を失するあれですよ。

そして、その懇親会にも松岡観光局長が出て

いるんですよ、はっきりいいまして。お金を

出してこられたわけじゃない。来られている

んですよ。そして懇親を深めているんです。

本当に熊本県というのはすばらしいところ

だ、だから御案内状を差し上げているわけで

す。 

 そういうところが私は、週の５便化とか、

５便に知事のトップセールスでできましたと

か、これは当然でしょう。できたけれども、

今後どうするかということを関係部局が真剣

にその対策を考えないと、自分の縦軸だけ

で、自分たちの考えだけで事務をやっている

から間違いないんだ、やっているから間違い

ないんだと。失礼だけど、私たちから見るな

らば、ちょっとそれはおかしいと思う。だか

ら、部長が言われたからそのことには言いま

せん。 

 次に、空港ライナーの件ですけども、要す

るに豊肥本線、三角線含めて観光客を呼び込

む、これは大切なことだというふうに私は思

うんです。それで、豊肥本線の途中には武蔵

塚というのがあります、宮本武蔵を含めた。

だから、やっぱり熊本駅から交通機関で、タ

クシーや自家用車やらで行く、交通混雑がも

のすごいですから、中心街から飛行場に行

く、そのために、それを少しでも軽減できる

ために空港ライナーというのを、数千万の予

算をかけてもう３年ですか、２年ですか。 

 

○中川交通政策課長 ３年度目です。 

 

○荒木章博委員 ３年目に入ったわけでしょ

う。それだけの予算を、やっぱり億までいっ

ていませんけど、億近くまで予算を県がつく

っている。これは交通混雑を緩和するのが一

つの政策でしょう、パークアンドライドもそ

うですけど。だから、そういったところの沿

線を生かす例えば阿蘇とか大分とか、連携し

た観光等の取り組みとか、そういう武蔵塚と

の今から  ＩＯＣの委員が尊敬するのは誰

かといったら、日本に来たときは卓球、柔道

を見せます。私は文化懇話会で言ったんです

けど、一番尊敬するのは宮本武蔵の「五輪

書」だと言った。だから、今から７年後は

「五輪書」ですよ、はっきりいいまして。 

 だから、こういう整備においても積極的に

沿線の何というか、よさを僕は打ち出してい

くべきだなと思うんです。三角のよさとか、

いろんな地名にあるところのよさを打ち出し

ていく。だから、｢くまモン」と「くろちゃ

ん」、それももちろん大切です。しかし、そ

ういう沿線住民との取り組みというのも、私

も今後取り組んでいかれるべきだと思います

けど、渡辺課長はどうですか。 

 

○渡辺観光課長 確かに、特に８月４日にＪ

Ｒ豊肥本線開通しまして、いよいよ本格的に

また横軸が動き出したということで、すぐに

ＪＲもしっかりと横軸を、我々も大分、熊

本、長崎の横軸、あるいは今おっしゃいまし

たように三角線、今Ａ列車が通っていますけ

ど、そういった豊肥本線沿線のいろんな取り

組みを通じながら観光振興、よそから人を誘

客する、そういう取り組みもしっかりと進め

てまいりたいと思います。 

 

○荒木章博委員 それでは最後に。わかりま

した。そこはよろしくお願いしたいと思いま

す。また、機会あるたびに、どういった取り

組みをされたかというのは質問していきたい
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と思っています。 

 それと、先ほどＬＣＣと要するに料金の問

題ですね、東京の安さとか、今課長から説明

を受けて、私は一つの考え方で思っているん

です、いかに県民が格安で東京に行けるか。

私も格安ＬＣＣも使っています、月に３度は

上京しますから。10月はまだ４度上京しなけ

りゃいけないわけですから、そういったこと

で。 

 やっぱり空港で知り合いとかいろんな人た

ちと話したときに、ＬＣＣの運航とか、航空

代の格安というですけど、格安じゃないです

ね、パックも安くはないですね、東京に比べ

てと。素朴な考え方なんですね、みんなの考

え方が。だから、今言われたように、羽田が

一番利用されるというんですけど、羽田から

熊本に来て羽田に帰るわけだ。熊本から来て

羽田に帰って、羽田から熊本に帰るわけだか

ら、僕から言わせれば同じことなんです、難

しく考えなくても。 

 だから、そこでの割引というのを  熊本

県はよその県に比べてみれば、空港の乗降は

多いほうなんでしょう。いかがですか。 

 

○中川交通政策課長 国内線は全国10位でご

ざいます。羽田線に限れば、羽田の中でいけ

ば全国６位ということで、かなり多いほうで

ございます。 

 

○荒木章博委員 今６位という位置にある、

だから強気でいっていいと思うんです。何で

そんなに強気でいけないんだろうかな。小林

さんどうですか。 

 

○小林理事(交通政策・情報局長) 委員おっ

しゃられましたとおり、まずは航空会社間の

競争、または旅行会社間の競争を、とにかく

熊本でも起こしていくということが必要です

から、ひとつＬＣＣの導入に向かって我々努

力を続けていくということも必要ですし、さ

まざまな形でそういう業界との協議であると

か、アプローチであるとか、こういうのは行

っていこうというふうに考えております。 

 

○荒木章博委員 一つ言えば、熊本の魅力を

また再発信をしていくという、熊本の10位で

あり６位であるということを発信していくと

いうことも大切。熊本は空港関係者に聞くと

ドル箱だというんですよ。だから、ドル箱で

すから、県民にどれだけそれを利活用してい

ただいて県民に還元できるかということを、

消費税も上がるだろうし、いろんなものが上

がってくるわけですから、それにちなんで県

民に還元していくということもぜひ考えてい

ただきたいということで、一応終わります。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかに。 

 

○城下広作委員 済みません。高規格幹線道

路ですね、議会でもたびたび話題になって、

今議会にもたくさんありました。中九州道

路、九州中央道、有明湾岸道路、とにかく他

県のほうが進んでいるもんだから、本県が余

り進んでいないということを、いろんな各道

路の期成会の中で感じましたので、まずは熊

本県も、さっき３つ挙げた道路、しっかり取

り組んでいただくようにということで、特段

別に言いませんから。 

 やっぱりよその県が熱心にやっている、熊

本側が遅いというのを共通して、こういう期

成会に参加をしていくと声をよく聞くもんだ

から、この辺は議会でもよく質問があったの

で、よくよく考えていただきたいというふう

に思います。御答弁いりません。 

 それと、先ほど韓国の週５便の分もありま

す。こないだ台湾にも行かせていただきまし

た。浦田委員も本会議で質問をされました。

要は、熊本から向こうにも行かなかなきゃい

けない、いわゆる行く対象がだんだんふえる

わけです。だから、経済的な問題もいろいろ
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ある、それでもお金を足してでもやっぱり行

きたいという魅力を教えてもらえぬと、なか

なか人の足というのは運ばないということ

で、この辺は向こうから来るだけの働きかけ

でなくて、こちらからも行くとなれば、それ

だけ相手側の魅力というのもしっかり、特に

台湾なんかは今からそういう情報発信をしな

いと、ただ定期便で来ても、行け行けと言っ

ても、行ったら何の魅力があるのかというこ

との空回りがすると、定期便をやったってな

かなか利用者がふえないということでまた厳

しくなりますので、この辺もしっかり取り組

む必要があるということで、その辺をしっか

り肝に銘じながら頑張っていただきたいとい

うふうに思います。 

 今から答弁が必要なのは、熊本駅の東口の

駅前広場のことについて、ちょっと確認をさ

せてください。 

 赤の点線の部分で、電車の乗り入れを直接

ＪＲと結ぶというんですけども、これをする

ときに、タクシーのプールがあって、ここか

ら人が横断をする。ＪＲの開発、何をするか

まだわかりませんでしょう。イベント広場と

いうのも考えてある。人の往来が青のところ

だけなんですけども、いわゆる軌道が新しく

こうなったときの安全性というのは何も問題

もなく、スムーズにできるということで考え

られているのか。これのことをどのくらい心

配されてこの計画がなされているのか。 

 もう一つは、今は合同庁舎のほうに電車が

行っているんですけども、こちらに行く便

と、こちらの直接つながる便のバランスはど

うなるのか。どちらかを立てればどちらかが

不自由になる、利用しにくくなるというよう

な考えはどう考えておられるのか、この辺を

確認をさせていただきたいと思います。 

 それと、今でも西口は駐車場が足りないん

じゃないかというふうに私は前回も言ったけ

ど、足りているという話だったけど、決して

そうではない。現に、行ったときは満車で入

れないことが何回もたびたびあります。 

 特に、東口なんかは、完成すると恐らくこ

ちらからは利用者、いわゆる車から来て駐車

場にとめる人はたくさんふえると思うんだけ

ど、近くに駐車場がなくて、結果的に遠いと

ころにしか駐車場は確保できないなというの

が、この図面でもうかがえられます。かなり

歩いて、ＪＲの駅のほうに入るということに

なるのかなということで、熊本市が主体とな

って考えるんですけども、この軌道とまた駐

車場のこの部分の考え方、それとＪＲの開発

の部分、これが何なのかによって、人の流れ

はもっと頻繁にこの軌道を横切るというよう

な形で、時間のバランスも何本どうするかわ

かりませんけども、この辺のことを総合的に

市が主体となってやって、県は市が決めたこ

とに対して余り言えないという状況なのか。

どういうふうに県が絡んで打ち合わせをする

のか。警察も、交通事故の問題もあるでしょ

う、この辺の考え方というのは総合的にどう

いうふうな状況なのか。 

 

○松永鉄道高架推進室長 まず、１点目の安

全性につきましては、この左下に書いてあり

ましたように、市としましても安全対策とい

うのは大きな課題だというふうに考えておら

れまして、安全性の課題を解消した後に市電

の駅舎乗り入れを実施するということで考え

られているというふうに聞いています。 

 

○城下広作委員 ある程度考えるといって

も、軌道敷地が道路とフラットになるから、

人は恐らくどこからでも横切られるような段

階で、電車が来るときにどうやって安全性を

確保するのかという、その辺の心配は実際に

どうなんだろうか。 

 

○安武交通規制課長 交通規制課でございま

す。 

 軌道法というのがありまして、併用軌道と
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いう形になります。これは道路または公衆の

用に供する方が利用する場所というふうなこ

とで、当然東口の場合はその他の道路という

ことで、公衆の用に供する場所ということで

併用軌道ということになります。 

 そうしますと、道路交通法が適用されまし

て、斜め横断の禁止とか、そういった項目に

該当することになりまして、そういった法の

整備がまだできていないということで、市の

ほうも、全国からそういった情報を集めて調

査をされているというふうな段階と聞いてお

ります。 

 警察としましては、そういうことで、斜め

横断ができないというのが、道交法が適用さ

れればそういったことになりますので、どう

しても安全対策の面といえば、やはり信号機

をつけるとか、そういった形の安全対策をと

らないと、現状では難しいんではないかとい

うのが今のところの見解でございます。 

 以上です。 

 

○城下広作委員 信号だと青の矢印があると

ころの部分で、一たん遮断みたいな形で規制

をするということしかできないということで

すね。これ、右にイベント広場とかがあっ

て、人が大量にたむろするときに、そこだけ

で遮断して待っているということが、果たし

て交通ルールあたりちゃんとそうしなきゃい

けないけど、それを破って横から行くという

ようなこともあるからなかなか心配すること

が多いなということで、これは十分協議をし

てやらないといかぬなというふうに思いま

す。 

 もう一点、これに関連して。今、既存の電

停が駅前にあるんですけど、これは残す考え

なんですか。それとも、駅に併設した場合に

は、この駅はなくなるんですね、電停はなく

なるんですね、この考えはどうなんですか。

これをなくすとまた不自由になる思うんで

す。 

 

○松永鉄道高架推進室長 その辺はまだ市の

ほうから説明は受けておりません。 

 

○城下広作委員 受けていないで、決まった

後に県は何も言えない、市が全部決めたとお

りだという話になるのか、その辺はどうだ、

利便性がどうだという意見を県としても言っ

て協議できるのかという、これはどうなの

か。 

 

○松永鉄道高架推進室長 一義的には、市が

事業主体でやられますので、県としましては

関係課が幾つかございます。それぞれの中

で、意見が言える部分について意見を言って

いくというふうな形になるかと思います。 

 

○城下広作委員 あと本数の問題、例の合同

庁舎に行く電車と、こちらのほうに連携する

部分の本数をふやしてこっちに来るのか、今

の本数で向こうに行く分と駅に行く分が半分

ずつになるか、どういう考えなんですか。 

 

○松永鉄道高架推進室長 その辺について

も、今後交通事業者、当然電停は市電になり

ますけど、その辺と協議をやっていくという

ことで、まだはっきりしたどうなるかという

のは、私どもは熊本市のほうからお聞きして

おりません。 

 

○城下広作委員 私が根本的に言いたいの

は、新幹線とかこういうものを使うのは市民

とか市電なんですけど、使うのは県民とい

う、県内の人たちもここで使うんです。だか

ら、市だけの問題ではないということだけは

位置づけをしておかないと、ここに来る人は

熊本市民だけの物の考え方ではだめだという

ことを県は持っとかないと、市のペースで、

市民のどうだこうだという考えでは、絶対駅

はそういう考えではだめだということは、根
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本的にないといけないんじゃないかと思いま

すので、積極的に、県民の立場で駅を利用す

るときの利便性とか安全性とかというのはど

うあるべきだという観点も持って、いわゆる

協議の中で発言も、また意見もしっかりと言

っていただきたいということを、強く要望し

ておきたいと思います。 

 

○平野みどり委員 今の城下委員の質問に関

連してですが、このゾーニングの案を見ます

と、バスターミナルが１カ所に固まっていま

すね。前、この交通対策特別委員会等でも議

論していたんですが、ローカルのバスのター

ミナルと、それと長距離の都市間のバスがち

ょっと離れているのは、おりられてすぐそれ

を利用されて移動される方にとっては非常に

問題だということだったんですが、その議論

があったことを記憶しているんですけども、

この図ではバスターミナル一つになっていま

すから、ローカルと都市間もあわせてこのバ

スターミナルで完結するというふうに考えて

いいんでしょうか。どなたかな。 

 

○松永鉄道高架推進室長 ほかに明示がござ

いませんので、ここに１カ所に集約させると

いう考えだと私たちも考えております。 

 

○平野みどり委員 そうですか。ぜひそれは

確認していただきたいと思います。 

 それから、タクシープールは、これ２カ所

分かれているというのは、何か理由があるん

でしょうか。 

 

○松永鉄道高架推進室長 まず、右側のタク

シープールが、現在もタクシープールがござ

いますが、そこからタクシーが移動してきま

して、左側の乗車場のほうに来るような形に

なります。ただ、乗車場のほうでも少しプー

ルが必要でありますので、ここにもプールと

いう表示があるんだと考えております。 

 

○平野みどり委員 メーンのタクシーがとま

っている部分はこの右側のやつで、それから

移動してこちらのほうにという形になるとい

うことですね。その数台がバスターミナルの

エリアにも、タクシープールされるというこ

とですね。 

 

○松永鉄道高架推進室長 そのとおりだと思

います。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかに。 

 

○荒木章博委員 今のに関連して。リバーサ

イドというかな、電車を合庁のほうに…… 

 

○平野みどり委員 サイド…… 

 

○荒木章博委員 サイドリザベーションとい

うのかな、こっちに寄せたのが非常に功を奏

して、その後に駅舎の中に電車を入れていく

という、これ実際的に言ってかなり危険で

す。よほどの規制をかけなければ。大体、駅

におりて歩いて１分もかからないんです、電

停まで。そこに入れるという、これだけ空間

の中に入れるというのに、もっといろんな地

元とか、そういう方たちに相談がなかったん

ですか。県のほうに相談なかったんですか。 

 

○松永鉄道高架推進室長 今回、初めてこう

いう形の計画案が市のほうから提示されたと

ころです。 

 

○荒木章博委員 私もきょう熊日新聞で初め

て  それはこっちのほうに寄せるというこ

とは聞いていました。正式には、それは決ま

るか決まらないかは市の判断だから。だか

ら、さっき委員からも出とったように、やっ

ぱりここをちょっとしっかり考えていかない

と、あの電車の数量、広さと、この駅前の東
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口広場の体系を考えていくなら  そしてま

た清正の銅像もここに置くわけでしょう。 

 だから、どうですか、県警の交通部のほう

は、この安全に対しての考えは。 

 

○木庭交通部長 先ほど安武交通規制課長が

申しましたように、2006年に３者会談でこう

いう計画が決まったということで、当時から

事務レベルではいろいろな話があっておりま

した。ただ、やはり課題としましては、先ほ

どから委員の皆さん方おっしゃっていますよ

うに、歩行者の安全性の問題、これは法的な

問題としましては先ほど安武課長が申しまし

たように、ここは併用軌道になりますので道

交法的に斜め横断ができないと、こういうよ

うな問題点。 

 それからもう一つ、現実的にここを斜め横

断ではなくて、直角でもばらばらばらばら横

断されると、電車の制動距離というのは大体

車の３倍、20キロの場合でも大体18メートル

の制動距離が必要ということであります。高

齢者あたりが車と同じような感覚で大丈夫だ

ろうと思って渡っても、それは間に合わない

ということになります。そういう現実的な非

常な危険性があります。 

 そういうことで、事務レベルではいろいろ

話し合っておりますけども、現在までにはそ

れを解決する案というのは、何しろそちらか

ら、市のほうが提示してくださいと。それに

よって市としては安全性が確保できなけれ

ば、これは支障があるとしか県警としては、

安全性を確保する立場の県警としては申し上

げることができないというスタンスで、事務

レベルで進めておりますけれども、今現在ま

でにつきましては、そういった具体的な案に

つきましてはまだ何も決定していないという

ことであります。 

 今後も積極的に申し入れをしまして、やは

りそういった歩行者の安全が確保できなけれ

ば非常に困難と考えると。 

 ただ、市電の駅舎乗り入れにつきまして

は、結局利用者の利便性が高まるということ

になりますと、公共交通機関である市電の利

用者の増加になりますので、それ自体は決し

て反対するものではありません。ただ、安全

性の確保ということは、これは絶対条件とい

うことで考えております。 

 以上です。 

 

○荒木章博委員 私は、今部長が言われたよ

うに、安全性というのがさっきから出ていま

すけども、ここが一番大切だと。私は後半

に、この問題は一つの紙だったからあとで言

おうかなと思っていたんですけど、私もここ

に、駅から歩いて２分のところに住んでいま

すから、地元の１丁目として、やっぱりこれ

が一番地域では危惧されることなんです。 

 ですから、実際言うて、１分もかからず

に、電車に雨にも濡れずに乗れるわけなんで

す。それなのに手前まで持ってくるという危

険性のほうがハンディーが多いと、私はそう

いうふうに思いますので、今後引き続き安全

性がとれなければやっぱりやってもらっては

困る。 

 これだけ１日何千人という人たちの乗降客

がおる、また万にも膨れ上がろうとしている

熊本駅ですから、今後の安全性というのは―

―ここに、右に交番もありますし、交番の体

制も強化しなければいかないような形になる

と思う、人員派遣あたりも。 

 だから、そういったところも含めて県警の

安全性の立場として、また県としてもそうい

う安全性と利便性  利便性はもちろん市電

を使っていただく、公共交通機関を使ってい

ただくことは大事なことですので、ただそこ

までの距離が余りにもない、目の前に見えて

いる、そこをやっぱり考えていただきたいと

思っておりますので、どがんでしょうか。 

 

○松永鉄道高架推進室長 平成18年のトップ
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会議、知事、市長、ＪＲ九州社長等をメンバ

ーとするトップ会議の中でも、市電の乗り入

れの方向性についてはその会議で了承されて

いるところなんですが、ただ条件としまし

て、委員がおっしゃるように、安全性の確保

という課題の解消が必要だということで意見

がついていたものです。 

 私たちも、そのように安全性の課題を熊本

市のほうで解消されるというのが必要である

と考えております。 

 

○荒木章博委員 駅に入れれば利便性はい

い、非常に効率もいい、これについて反対し

ているわけじゃないんです。やっぱり何とい

っても安全ということと、地元に住む人間と

して、この問題については、来たるときに何

らかの形で私は質問しようと思っていたこと

なんです。 

 だからぜひ、それも今言われたように、安

全性ということを考えながら  大体幅がな

いんですよ。新幹線をおりたり在来線をおり

ても、空間が余りにも少な過ぎるんです。そ

こに大きい電車がどーんと入ってくると、見

た目にもよくないと思いますので、今後よろ

しくお願いしておきます。 

 終わります。 

 

○鎌田聡委員 関連でよかですか。済みませ

ん。今議論聞いとって、いろいろな面でまだ

問題があるかなと思いますし、安全性の問題

確かに重要でありますけども、さっきから聞

いとって、県は今まで、今回政令市になって

市にこの部分は移管されたわけですけども、

それまでは県でやってきたんですね、この絵

かきも含めて。その時点から駅の中に入れる

ということで進めて、さっき言われたように

18年のトップ会談の中で、そういった中で確

認をされて進めてきたという中で、これは今

何かまっさらで、市のほうで全部やらんとい

かぬような話は少しおかしい。 

 これまで県が５～６年かけて検討してきた

安全性確保、そして利便性向上の課題もある

と思いますけど、そこは特にこれまで検討し

てこなかったんですか。 

 

○松永鉄道高架推進室長 市電の乗り入れに

関する安全性の検討というのは、熊本市のほ

うから乗り入れの提案がございまして、市の

ほうで検討されるということで今まで進んで

きておりまして、県の段階におきましては、

市電の乗り入れがないという形で駅前広場の

計画は進めてきたということでございます。 

 

○鎌田聡委員 市としては今回初めてなんで

すかね、乗り入れをやるというのは。私は、

乗り入れの話はずっと絵の中でもあったと思

っとったんですけど。 

 

○松永鉄道高架推進室長 市のほうから乗り

入れをしたいという希望というのはずっとご

ざいましたけど、まだそういった安全性の課

題とかが解決していないということで、計画

の中には入ってきておりませんでした。 

 

○鎌田聡委員 ちょっと認識が、今までこれ

は３者できちんと確認した上で、市電を乗り

入れて利便性を向上させて、小さいところの

安全性もきちんと対応しながら進めていって

きているものだというふうに思っておりまし

たけども、そういう状況でないということで

ありますならば、やっぱり安全性を第一とし

ながら、あと利便性の問題もありますので、

本当に利用者が何を望んでいるのか、さっき

荒木委員から話があったように大した協議じ

ゃないなら、安全性を優先するためには今の

状況がいいという判断もあるかもしれません

ので、そこで利用者のニーズというのをきち

んとつかんでいただいた上で、県としてもこ

の３者会議の中で意見をお出しいただきた

い。 
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 利便性、やっぱりそこは重要なんだという

ことであれば、いろいろ対策を講じてでも寄

せなければならないということになりますけ

れども、このことによって、ほかの交通とか

人の流れとかを遮ってしまうということによ

っての利便性が逆に下がってしまう部分もあ

るかと思いますので、そういった点も含めま

しての対応をお願いしておきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○荒木章博委員 関連して。今さっき駐車場

の問題が出ましたけど、駐車場の高架利用に

ついて地元でも話し合いを始めるということ

で、どんな物を高架下で利用をしてほしいの

かと。その中で、駐車場の考え方はどうなっ

ているんですか、駅周辺の。 

 

○松永鉄道高架推進室長 高架下の利用につ

きましては今議論が始まったところで、熊本

市においても、各地域の意見をお聞きしなが

ら、これから高架下の利用を考えていくとい

うことになっております。県としましても、

熊本市と一緒になって高架下の利用について

検討しまして、ＪＲ九州と協議していきたい

と考えております。 

 

○荒木章博委員 西には万日山があり、東に

は川があり、その空間、周辺というのは狭い

んですね。そういった中で、高架利用という

のは、例えば周辺の校区やら自治会に言え

ば、それはいろんなものをつくりたいという

夢が出てくるんです、いろんな地域に使える

ものが。しかし、駅として見れば、城下委員

が今言われたように駐車場が足らないと。し

かし、地域住民は、そういう検討委員会な

ら、ああ自分たちの意見が通るんだと思っ

て、いろんなものをやっぱり要望したり、集

会場含めて、公民館を含めて。ただ、そうい

ったところもきちんと県が市のリードをして

……。 

 実際、駐車場が足らないんだ、どうしても

そういう普及をすべきだということであれ

ば、そういうのは持論を述べていかれるべき

じゃないかなと私は思いますので、それは答

えは要りませんので、要望しときます。 

 以上です。 

 

○小杉直委員 よかですか。ごろっと話ん変

わるばってん、51ページ、確認ですばってん

が、７月24日から８月末現在で約７万3,000

人の来館があったというように、｢くまモ

ン」がですね、１カ月ぐらいでこぎゃんあっ

たわけですか。新聞・テレビでは承知しとっ

たですが、改めてこの人数を再確認したいわ

けですが、このとおりなんですか。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 熊日新聞

に取り上げられましたときは、この後の９月

に入ってからの人数等も加わっておりまし

て、その時点での人数が９万人というふうな

ことを申し上げているところでございます。

ですから、８月末現在で７万3,000人という

のは間違いない数字であります。 

 理由といたしましては、９月に入りまして

からいわゆる３連休が２回ございまして、こ

のときが１日平均大体2,000人ぐらいござい

ました。そういうのが大幅に上乗せされて、

この数字になっております。 

 

○小杉直委員 連休でそうやってふえたとい

うのはわかりましたが、７月24日に開館して

８月末現在で７万3,000人とした場合に、そ

れの何というか、宣伝とか広告とか、あるい

は来館してもらう、認知してもらう、そうい

う工夫はどぎゃんしとるですかね。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 まず、一

番最初に行いましたのが、この写真にもござ

いますけれども、オープニング式典というも
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のに向けまして、関係各報道機関等に事前に

周知いたしまして、取材していただいたとい

うのがございます。 

 それ以外にも、実は「くまモン」自身がツ

イッターで20万人を超えるフォロワーがおら

れます。そのほかにフェイスブックといった

いわゆるネット系を使った情報の発信という

ものがございまして、かなりそれを見ていた

だいているファンの方々がございますので、

そういった方々が中心に、北は北海道から南

は沖縄までオープンを楽しみにして、夏休み

の期間を使って来場されたというふうに私ど

もは分析しております。 

 

○小杉直委員 話しよっと何か、｢くまモ

ン」にああたが似てくっで……。（笑声）話

は別ばってん、本議会でアメリカ行きの発言

があっておりますが、それはこれに書いてい

ないですが、実現可能なんですか。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 せんだっ

て浦田委員の御質問の中で知事のほうが答弁

しておりますけれども、11月の中ごろにとい

うふうなことで、約１週間ぐらいの日程で、

知事が｢くまモン」を連れて訪問するという

ふうなことが予定されております。 

 

○小杉直委員 おたくも行きなはっと。（笑

声） 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 今回、国

際課のほうの所管というふうなことで、国際

課のほうが対応することとしております。 

 

○小杉直委員 頑張っていただくように要望

して、終わります。 

 

○平野みどり委員 関連。私もときどき鶴屋

とかパレアとか行くものですからここを通る

んですけど、11時からと３時ですかね、その

前から長蛇の列ですごいんです。あれは「く

まモン」が何かパフォーマンスをやります

ね。そこに入れる人は限られていて、入れな

い人並んでいるじゃないですか。｢くまモ

ン」が入るときにかなり時間かけてアピール

して入るので、そこでの触れ合いはできます

けど、入れない人たちはそれであきらめて帰

るしかないわけですね。第２回目というのは

ないわけでしょう。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 おっしゃ

るとおり、200平米少し超えるぐらいのスペ

ースでございますので、小さなお子様もいら

っしゃいますので、安全対策ということで、

100名から120名ぐらいの方々を中に入れて、

あとは入場制限というふうなことになりま

す。それで、おっしゃいますように、やはり

遠くから来ていただいている皆様もいらっし

ゃいますので、やはり「くまモン」としては

外の方々と必ず触れ合って、ハイタッチをし

たり、触れ合ったりするというふうなこと

で、来られた方は少なくとも「くまモン」を

見れるというふうなことでは、私どもも気を

使っているところでございます。 

 ただ、中でのパフォーマンスが終わって

「くまモン」が出て、外におられます皆様は

中に入られて、これまでいろいろといただい

ている賞ですとか、写真の数々を展示してお

ります、さらには「くまモンスクエア」でし

か購入できないグッズというものも用意して

ございますので、そういった部分で見ていた

だいたり、お買い物をしていただいたりとい

うふうなことで、今やっているところでござ

います。 

 

○平野みどり委員 私、この「くまモンスク

エア」ができるとき、常時「くまモン」がい

るものだと思っていたんですね。そしたら１

日２回しか来ない、来れないときもあるとい

うふうに聞きました。（笑声）いないときは
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張りぼて「くまモン」が、等身大じゃないで

すけど、若干小柄なぬいぐるみが執務室の椅

子に座っていますね。あれで満足して帰られ

る方もいらっしゃるだろうけど、何かせっか

くだったら、もっと「くまモン」がここにい

る時間をふやしたほうがいいような気がし

て、何かだましたような感じがして申しわけ

ないなという思いがあったんですけど、それ

はいかがですか。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 もちろ

ん、｢くまモンスクエア」が熊本県の一番繁

華街に設置してございますが、県下各地、さ

らには今は本当に県外、中には海外からも

「くまモン」にぜひ来てほしいというふうな

オファーがたくさんあっております。８月１

カ月だけを見ましても、｢くまモン」は「く

まモンスクエア」を除きまして176カ所を訪

問してございますが、173カ所、ほとんど変

わらない数字、お断りをするような状況にご

ざいます。 

 ですから、これ以上「くまモンスクエ

ア」、私どもも毎日「くまモンスクエア」に

出没したいというふうな希望は持っておりま

すけれども、｢くまモンスクエア」にシフト

してしまいますと、県内各地、郡部も含めま

してなかなか「くまモン」が行けなくなると

いうふうな状況もありますので、やはり私ど

も各地を回るということは大事にしてまいり

たいというふうに考えておりますので、その

バランスで日々悩みながら仕事しているとこ

ろでございます。 

 

○平野みどり委員 デイズニーランドに行っ

ても、一つのシェアでミッキーマウスが２体

いたりしますけど、それはちょっと興ざめの

ところもあるけれども、何か１体しかいない

すごく時間調整とかもしてあるのかもしれま

せんけど、実際やっぱり生の「くまモン」に

触れたいという方たちの思いはしっかりと受

けとめてあげたほうがいいかなという気がし

ましたので、今後いろいろ検討いただきた

い。 

 

○城下広作委員 さっきの関連です。｢くま

モン」人気はいいんですけども、あのコーナ

ーの中に県の物産品があるじゃないですか、

特に熊本県で肥後象眼だとか小岱焼とかいろ

いろ。具体的に10万人来て  10万人ぐらい

来るということになると、百貨店には人も当

然流れる効果があるということを言われまし

たけど、あそこで熊本の県産品をしっかり売

り込もうというねらいも、あのスクエアの中

ではコンセプトとしてあるわけですね。この

部分の成果というのはどう分析されているの

か。 

 ここがちょっと伸びないと、｢くまモン」

だけではちょっと、｢くまモン」の営業部長

は、結果的には熊本県産品をしっかり売り込

むという役目もあるから、ここがうまく掛け

算になっていかないとどうなのかなと思うけ

ど。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 特に、

｢くまモンスクエア」につきましては、例え

ばドリンク類につきましては、阿蘇のジャー

ジー牛乳を使いましたソフトクリームですと

かデコポンジュースを用意してございます。

さらに、グッズ関係につきましても、今委員

からお話がありましたように、肥後象眼です

とか高浜焼等々メイド・イン・くまもとにこ

だわったものを充実して、少なくとも国外品

についてはそこは一切取り扱わないというふ

うな方針で進めているところでございます。 

 そのような中にありまして、今私の手元に

あります数字では、８月末現在ということで

1,400万円のグッズ、ドリンク関係の売り上

げというふうなことで推移しておりまして、

かなり皆様にはお買い求めいただいているの

かなと思います。 
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 ただ、正直申しまして、７月にかけまして

オープンするということに大分力を注ぎまし

たので、グッズの充実については最初はかな

り難しかったという認識でございます。これ

からもっともっとメイド・イン・くまもとに

こだわりましたグッズを充実していく中で、

｢くまモン」がいない間にもお客さん来てい

ただいて、ここでしか買えないメイド・イ

ン・くまもとのくまモングッズをたくさん買

っていただくように、私どもも尽力してまい

りたいと考えております。 

 

○城下広作委員 頑張ってください。 

 

○山本秀久委員 今までずっと聞いている

と、ずっと問題点が出ているでしょう、各委

員から問題点が。さまざま安全性、いろいろ

利便性、いろいろな問題が出ていると思う。

そういうときに、知事と市長とＪＲの社長

か、３者会談の中に、そういう３者会談をや

った中の、今各委員からいろいろな問題点を

指摘していること、わかっとるわけだ。それ

を総まとめして審議する会議というものは、

会というのは持っていないのかな。 

 

○小早川宗弘委員長 会議はないのかと。 

 

○山本秀久委員 その３者の……。県はその

組織を、委員の皆さん方がいろいろおっしゃ

っていたけど、そういうことはわかっている

つもり……。 

 

○小早川宗弘委員長 駅広に関して言えば。 

 

○山本秀久委員 掌握できるような組織をつ

くっていないのかと。３者会談の中のトップ

会談もしているわけだから。その３者、トッ

プ会談の中でもそれだけやっているんだった

ら、今言われた各委員からいろいろな問題が

出たろう、そういうのを掌握できるような組

織はないのかと言っている。 

 

○錦織企画振興部長 御指摘のトップ会談に

つきましては、単にそれぞれの組織のトップ

が会って自由に議論するというだけではなく

て、委員御指摘のとおり、事務ベースでもど

ういう論点があるかというのは詰めておりま

すので、そうした場を活用して、今回いただ

いた御意見も踏まえて、残り２者に対して提

言はしてまいりたいと思っております。 

 

○山本秀久委員 それなら、今みたいな各委

員からこういう問題点が出てくるはずはない

んだよ。そういうことは先々わかっているな

ら、そういうことはこういうふうにやってお

ります、こういうことはこういうふうにして

いますと言えるような状態、そういう組織は

ないんだなという感触を受けたわけだ。早急

にそれをつくらないとおかしいんじゃない

か。 

 

○錦織企画振興部長 御指摘の点について

は、今までのトップ会議の位置づけというも

のもございまして、年に１回、あるいは２年

に１回のこともありましたですかね、かなり

長いスパンがたたないと開催しないという形

になっておりまして、例えばこの東口駅前の

広場のあり方につきましても、そういう大き

な方向性でそういう要望があったというの

は、前回たしか認知していたはずなんですけ

れども、ようやく恐らく今年中に開かれます

トップ会議では、この駅前広場の話が出てく

るんだと思います。 

 そのトップ会議に向けた議事の内容につい

てはこれからまさに議論していくというとこ

ろでございまして、全く事前に議論していた

わけではございませんので、これから委員の

御意見も踏まえて参加していきたいと思って

おります。 
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○山本秀久委員 これからこれからじゃない

んだよ。そういうことをやっているんだった

ら、こういう開発をしてもならぬということ

はわかっているんだから、その段取りを立て

るのか、組織をつくらぬかいということを言

ったわけだ。そういう状態なんだ。 

 そうすると、今委員からいろいろの問題が

出ているというふうに、その問題これで解決

しとります、こういう問題こういうふうに解

決していきますと。それがないから各委員か

ら、安全性どうなっているのかとか、こうい

うことはおかしいじゃないかとかいろいろ出

てくるわけだ。だから、そういうことを処置

できるような組織をつくっとかんかいという

ことを言っているわけだ。遅いんだ。そこを

指摘しておるわけだ。 

以上です。 

 

○平野みどり委員 済みません。いいです

か。今の山本委員の御発言にちょっと加え

て。 今さっきからの答弁を聞いていると、

鎌田委員もさっきちょっと言われたかもしれ

ませんけど、政令市になった熊本市に対し

て、何か引いているという感じがするんで

す。政令市になる前、熊本県と熊本市の場

合、７～８年前からずっとこういう議論やっ

ていますけど、すごく積極的に熊本県のほう

も、こうしていきたいとかいうことも言って

いましたし、私たちとの意見のすごいバトル

もあったわけですね。 

 その結果がこれだったら、これに至る経緯

も含めて、そして今後も含めて、熊本市が政

令市であるから政令市にということではなく

て、やっぱり責任を持って、熊本県は熊本県

の玄関になるわけですから、しっかりその意

識を持っていただきたい。何か答弁が引けて

いる感じがしたのでちょっと気になりまし

た。 

 さっきのバスターミナルの問題だって、す

ごくけんけんがくがくあったのにこういうふ

うに落ち着いたわけですね。こうなったと思

いますということでなくて、こうさせました

とか、こういうふうになりますということを

もう少し強く言っていただきたかったなと。

ちょっと心配しました、今後のことを含めて

ですね。 

 以上です。 

 

○山本秀久委員 問題に関連していないけ

ど、観光の問題は、まず３県の知事が会って

初めて組織が動くんだ。そういうときには、

それだけの観光のシステムを３県ばらばらで

やっておったってだめなんだ。だからトップ

会談をまずして、その中に、トップ会談の中

に根をおろせということで今言っているわけ

です。だから、それと同じようなことを、組

織を持たなきゃだめだと言っている。 

 それが分からずに、これは始まっているこ

とだから遅いんだよ。だから、その枠をつく

れということを言っているわけだ。できなき

ゃならないようにしとかぬと。そうすると、

各委員がいろいろ言われたことに対して、あ

あそれはこういうふうに今やっているなと、

こういうことの説明をしておりますと言えば

済むわけだから、それがないからいろんなも

のが出てきている。警察は警察、いろいろな

問題が発生していますけど、組織を早くつく

ることだ。 

 一応要望しときます。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかに何かありません

か。 

 

○髙野洋介委員 済みません。ソウル線につ

いて少しお尋ねしたいんです。 

 こないだ月曜日に式典か何かあったと思う

んですけど、あれはどこが主催されたんです

か。 

 

○中川交通政策課長 先週、９月の23日の月
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曜日に、10周年の記念式典をいたしました。

主催は、アシアナ航空と国際線の振興協議会

の共同ということでやらせていただいており

ます。 

 

○髙野洋介委員 私、偶然、その日その時間

に韓国から帰ってきたんですけど、帰ってき

た人たちは全くそういうことがあっているの

を知らずに、全く音沙汰がなかったんです。

帰りの車の中で、横を通ったら知事の車が見

えたもんだから、次の日新聞見たらそういう

式典があっとったということだったんで、日

本で今度オリンピックがあるじゃないです

か、ああやっておもてなしという言葉も今は

はやっていますけども、やっぱりああいうと

きには到着したお客さんに対して、どうせ同

じときにやっているんだったら、そこで知事

でも誰でもいいから下に来て、そこで、あり

がとうございますとか、こういうことが今あ

っていますということを、少し言ったほうが

いいんじゃないかなと思っていますけども、

何でそういうことをされなかったのかなと思

っていますけど。 

 

○中川交通政策課長 出発のお客様には大分

案内とかしてそこは配慮していたんですけど

も、到着のお客様に対しての御案内まではな

かなか行き届いていなかったなと、今反省し

ております。 

 以上でございます。 

 

○髙野洋介委員 なかなかじゃなくて、全く

だったんですね。（笑声）だからゼロです

よ。ですから、そこをきちんと、そこの気配

りというか配慮がおもてなしなんで、どこの

日本にいようが、日本人はおもてなしをする

んだということをしっかりと今後検討をしな

がら、漏れがないようにしとってください。

答弁要りません。 

 

○小早川宗弘委員長 それでは、ほかにあり

ませんか。 

 

○堤泰宏委員 別添資料の４ページ、路面電

車の延伸、健軍から沼山津方面ですね、これ

は市の仕事ですけども、かなり以前からあす

この健軍の電停の延長というのは言われとっ

たですね。熊本空港まで延ばす話もありまし

た。（笑声）ちょっと最初からおかしかった

と思うんですけど。 

 今の熊本市の状況を見ていますと、やっぱ

り今は益城のほうもかなり熊本市で働いとる

人たちが家建てて住んどるですね、特に広安

とか。ですから、これはこういう方向が、平

成22年度に庁内会議を開催と書いてあります

けれども、私たちも、これは県としても市と

話をして前に進めていただきたいなと思いま

す。 

 今そういう話し合いをされとる部署があれ

ば、今どういう状況かちょっとお答えをお願

いをいたします。 

 

○平尾都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 路面電車の延伸について、都市計画課とい

たしましては、申しわけございませんが、具

体的な話の、協議の場というのは持ち合わせ

ておりません。 

 

○堤泰宏委員 ほんなら、持ち合わせてくだ

さい。 

 

○平尾都市計画課長 路面電車の部分につき

ましては…… 

 

○堤泰宏委員 委員会で意見が出たけんて、

ああた市に行くたい。ほんならよかですよ。

もういっちょついでに。 

 ああた、こぎゃん新幹線の東口のこまんか

こったい。だごで腹いっぱいなっとっとに、
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またおはぎば食えちゅうなふうですよ。（笑

声）こらたーかぶる。お客さんがまっすぐ歩

くか、右さん歩くかの違いたい。（笑声）歩

いてみなっせ。歩幅で歩くと、こら歩行距離

は余り変わらぬ。30秒か  30秒はかから

ぬ。10秒か15秒、どっちが早かかの差であ

る。だご食うてもち食えという話ですよ。

（笑声） 

 こぎゃんとば、ああた知事と市長とＪＲの

社長が話し合うなんて、そういうレベルの低

いことをしとったっちゃだめですよ。それよ

りも、路面電車の延伸とか、それから熊本電

鉄と路面電車の乗り入れの問題があったです

な、あれも雲散霧消、どぎゃんなったかわか

らぬ。ああいうのは大事なことですよ。ちょ

っとトップクラスで話し合いをせなだめです

よ。そぎゃん、だご食うか、あんこば食う

か、クリあんこば食うかのような話で、とて

もじゃなか  そんころん知事は誰だったか

知らぬばってん、2006年ですもんな。そぎゃ

んとはトップ会談じゃないです。そぎゃんと

ばトップ会談しちゃならぬ。 

 そんなら、ついでにもういっちょ。小林理

事に、私のいつもの質問で。 

 資料の33ページ、空港ライナーですね、空

港ライナー。今これは具体的に数字は初めて

出されたですか。前も出ていましたかね。私

は今割り算してみたですもんね。運行本数の

45便と１日の乗降客の割り算を。これは１便

あたり３人ぐらいですな。多いときで3.5

人。最高利用者数が平成25年５月６日ですか

ら、そのころはまだＪＲ豊肥本線は大分と運

行が再開しとらぬごたったですね。再開しと

らなくても309人。再開しても余り変わらぬ

と思うですけど、これぐらいで空港の活性化

は私は難しいと思うんです。 

 やっぱりお金は少し使わぬとですね。この

前、280億とおっしゃったでしょう。大津、

光の森から空港までですね。沿線開発すれば

すぐ取り返しますよ。その計画はこの前も全

然前に進まぬということですが、今はちょっ

と進んどるでしょうからお答えを。 

 

○小林理事（交通政策・情報局長） 空港ラ

イナーですけども、今３人～４人ぐらいとい

うお話がありましたが、タクシー型車両でい

きますと、例えばセダン型の車両に３人乗る

と満席になるんです。そういう状況が恒常的

にあるということではございまして、多いと

きには１便当たり20～30人並んで、救援のタ

クシーを募って運んでいるという状況もござ

います。 

 いずれにしても、１日四十数便、すべての

鉄道の便、すべての航空路線の便にあわせて

いますのでその濃淡はあるんですけれども、

一定平均して、今の輸送力にはなかなか見合

ったお客さん運べてきているなというふうに

は感じております。 

 今後先生もおっしゃる鉄道アクセスをつく

っていくということになりますと、今豊肥本

線は単線でございまして、それを分岐してい

った場合にどれだけ確保できるか、または委

員御存じのとおりの収支採算制をどうとる

か、これはまだまだ大きな課題がございまし

て、もう少し将来の話になるだろうというふ

うに思っております。 

 いずれにしても、今肥後大津、豊肥本線か

ら空港へのアクセス手段をだんだんパイプを

太くしておりますし、大分のほうにも営業に

いって、広範囲からお客さんを熊本の空港に

公共交通を使って集めてくるという作業をや

っておりますので、この努力が将来的に鉄道

に結びついてくればなというふうに期待して

おります。 

 

○堤泰宏委員 それで、単線の話とか出たで

すけど、一回これは検討しとるわけですね。

だけん、条件の話はええと思うですよ。お金

ばどぎゃんつくるかでしょう。正直言うて、

単線だからできぬというなら最初議論しちゃ
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ならぬですもんね。いつかああた見積もりも

出しとったたい、250億…… 

 

○小林理事（交通政策・情報局長） お金の

話で言いますと、300億近くかかるという話

でございますが、鉄道は一旦つくりますと収

支採算制を常に考えていかなきゃいけなくな

りますので、これがまだまだ課題が大き過ぎ

るかなというふうに考えております。 

 

○堤泰宏委員 採算性は計画をつくらぬとだ

めですよ。鉄道の沿線に住宅開発とか店舗開

発すりゃいいじゃないですか。昔の西武鉄道

でも東急でも全部そうですよ、土地の安い畑

とクヌギ林を買うて線路引っ張って、そして

ああいう立派なまちをつくっていったわけで

すね、お金もうけた人もたくさんおりますけ

ど。ですから、線路引っ張ったならば、沿線

の開発せぬとだめです。ただ、ああた、じっ

として、現況のまま線路だけぽくっと引っ張

って、採算が合う合わぬなんて言っとったっ

て、これは合わぬ。 

 

○小林理事（交通政策・情報局長） 一言だ

けお答えさせていただきますと、当時さまざ

まな可能性について検討いたしました。今現

在優良農地となっているところに都市開発が

できるのか、スポーツ施設が導入できるの

か、はたまた野球場でありますとか、競輪場

さまざまなプラン、アイデアを展開しました

けれども、なかなかここ10年、20年でできる

ような話ではなかろうというのが、その当時

の検討の内容でございました。 

 まずは、空港と鉄道を結びつけ人の流れを

つくっていく、これが最優先だろうというこ

とで今取り組んでおりまして、これをまず成

功させるのが第一ステップだというふうに考

えております。 

 

○堤泰宏委員 まあちょっと積極的によろし

くお願いします。 

 

○荒木章博委員 最後に。今度天皇陛下が熊

本においでになるわけですけど、｢くまモ

ン」は営業部長ですからお迎えはされるんで

すか。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 そういう

予定でございます。 

 

○荒木章博委員 はい、わかりました。 

 それともう一つは、これは要望ですけど

も、先ほどアンソン市の話をしましたけれど

も、阿蘇市長はこの忙しい中訪問をされると

いうことなんですよ。だから県も、部長に行

ってくれとか理事に行ってくれと言うんでは

なくて、やっぱり県自体も真摯に受けとめな

がら交流をやっていかないと、先ほど、トッ

プセールスだけではなくて自分たちも取り組

むと言った以上は、課長でも補佐でも審議員

でもたくさんいらっしゃるわけです、２泊３

日ぐらいですから、そこはまだ日にちがあり

ますから、部長、検討しとってください。お

願いします。 

 

○小杉直委員 松永室長にお尋ねですが、39

ページ、ＪＲの連続立体交差事業で当初は55

0億円だったわけですが、これは当時いろい

ろＪＲ等に運動にいきましたのでよく記憶し

ておるわけですが、ここに606億円（変更認

可手続き中）と書いてありますが、50億ぐら

いふえとるわけですたいな。これは６月議会

でも出してあるわけ、委員会では。 

 

○松永鉄道高架推進室長 ６月議会で出して

おります。 

 

○小杉直委員 出した。そんなら結構です。

６月は休んどったもんだけん。 
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○東充美委員 やっと回ってきましたけど。

（笑声）私も空港関連ですけど、小林理事が

おられるからですね。23ページ、貨物関連で

すけど、対前年比24年度が1,300トン、７％

以上減っているということで、その理由とし

て787ですか、その前に全日空、日本航空東

京線の機材が大型化したということで、ふえ

るという形だったんですけど、今度減ってき

たとなっているんですけども、７％減少とい

うことが、今８年前をちょっと思い出して、

夜間貨物便をされたときに、ものすごくここ

にニーズがあるという何といいますか説明

で、私も地元に言いましたけれども、下のほ

うには県内事業者のニーズを把握の上という

形になって、これだけ８年間でずっとニーズ

はあったはずなんだと思うんですけども、こ

れだけどんどん減ってきたということは、こ

れはただ不景気とか、そういう経済状況だけ

の話ですか。 

 

○小林理事（交通政策・情報局長） 航空貨

物につきましては、国内航空貨物、日本全体

的に地方航空路線が減少傾向にあります。一

つはここにも書いておりますけれども、飛行

機が小型化して、コンテナが乗せられない飛

行機が主流になってきたことと、あとは陸上

貨物輸送のコストが安くなって、そちらのほ

うに大きく流れていくという傾向にあるこ

と、こうしたことが原因にあるそうでありま

す。 

 一時的に大型機がダイヤの中で組み込まれ

てくるんですけども、物流業者は自分の好き

な時間帯、自分の好きな荷物を運びたいとい

うニーズがございまして、一定の時間帯にあ

る大型機に当てはめて運んでくれと言って

も、なかなかニーズが合わないというのが悩

みでございまして、でもこのままいきます

と、熊本の空港の貨物がかなりさらに減少し

てくるという可能性がありますから、引き続

きまた物流業者とは議論を続けてまいりま

す。 

 あともう一つは、今後国際線を活用してい

こうという気持ちがあるわけでございますけ

れども、その中でやはり国際向けの貨物とい

うものを少し念頭に置きながら開拓をしてい

く必要があるのかなというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

 

○東充美委員 今言われたようなことは、こ

れは全国的だろうと思いますし、特に九州は

佐賀空港なんかもそうですけど、やっぱり貨

物を主体にしているところもありますし、た

だ８年前あれだけ、ニーズがあるニーズがあ

ると言われた中で、ＪＡＬも一生懸命やって

いたんです、つぶれましたけど、もしあのと

き夜間に就航をやっとっても減少しとったら

どう説明されたかな。 

 

○小林理事（交通政策・情報局長） 現在、

これも佐賀空港の状況でございますけども、

当時１日２便貨物専用便が飛んでいたんです

けども、現在減便となっておりまして、なか

なか貨物量を確保するのは難しいという状況

でございます。 

 当時、深夜貨物便が飛んでいたらどうだっ

たのかということについては、もしという話

だものですからなかなか予測はつきにくい状

況でございますが、いずれにしろ今の航空貨

物の減少の波はかぶっていたろうなというふ

うには考えます。 

 

○東充美委員 それで、これからの取り組み

という形で事業者のニーズ把握ということ

で、これから先どういうところの事業者に求

めていくのか。 

 また、ダイヤにしても、深夜は無理かもし

れないけども、これから先何といいますか、

昼、夜ありますけれども、ダイヤの組み方を

航空会社に働きかけていくのか、その辺をわ

 - 27 -



第13回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成25年９月27日) 

かれば説明をちょっとしてほしいんです。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 私ども年度の初め、昨年ぐらいから荷物を

運ぶお客様、それから実際の航空事業者等か

ら今ヒアリング等を始めておりまして、その

中で聞いている、何で今の状況があるのかと

いうのが、今理事が申したような話でござい

まして、ちょっと繰り返しになりますけど、

最大の理由はコストでございます。リーマン

ショック以降、コスト問題で料金が10倍以上

も違うもんですから、ですから航空便で積め

るのは価格で勝負できるものだけになってし

まうという状況になっております。 

 ただ、そういう中にでも、例えば阿蘇くま

もと空港の周りには誘致企業とかもございま

して、急いで運ばなければならない部品とか

になれば、やはり航空便を使っているという

実態がございますので、それをどう集約させ

るかというのが次の課題になります。 

 貨物専用便は、これは割高になりますの

で、製造業者の方たちに聞きましたら、コス

ト高だから使わないということですので、現

在昼間飛んでいる旅客機のおなかに載せられ

るコンテナを活用して運ぶということでござ

いますので、うまく集約できれば荷物は戻っ

てくるだろうと。 

 その前提は、コンテナが積める機材が安定

的に国内の路線で飛ぶことだそうです。それ

は航空事業者にお願いはするものの、航空事

業者のほうは何でもうけているかというと、

昼間の便はやはり人のお客さんですね、人の

流れが多い便に余計おなかに荷物を積める機

材を回すということでございますので、そこ

がマッチングするぐらいになるように、私ど

もの戦略はまず人の流れをしっかりつくる、

それで利便性高めれば航空事業者が大きな機

材を用意してくれる、そうなりますと運べる

スペースが生まれるので荷物が集まってくる

と。 

 少し時間かかるようでございますが、今事

業者さんと話を聞いている中では、遠回りの

ようですけどもそういうことからやらない

と、単に熊本を使ってくれとか言っても、そ

れは絶対無理だというのははっきり言われて

おりますので、時間がかかっておりますが、

着実に頑張ってまいります。 

 以上でございます。 

 

○東充美委員 確かに、コストが10倍にもな

ればそれは大変だと思うし、深夜便のときも

８年になるけどあれだけ大変だったんですけ

ども、まあ10倍もすればとてもじゃないけ

ど、水産物、海産物、あるいは農産物あたり

もそうですけど、まあ馬刺しぐらいしかない

と思います。わかりました。 

 それでは、あと１点。数日前、知事が空港

の東側の台地にコスモス園か何かに行かれた

とか、それは何かわかりますか。 

 

○中川交通政策課長 空港の東側、大津町の

岩坂地区にお住まいの方々が、空港の周辺の

たしか遊休農地だったと思いますが、それを

活用しまして、夏場にはヒマワリ、今の季節

ではコスモスということで、昨年から取り組

まれているやつが２年目でございますが、今

年度たしか県の中で言う言い方ですとイエロ

ープロジェクトだったですか、遊休農地を使

って地域で活動されている方の力を借りて、

景観向上とか、そういうことをやろうという

取り組みの一環でやられている現場を知事の

ほうが視察されたと、そういうふうに伺って

おります。 

 以上でございます。 

 

○東充美委員 では、交通政策課とは関係な

かったんですね。 

 

○中川交通政策課長 私どもは、空港周辺の
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熊本市、大津を含め周辺市町村の代表の住民

の方、自治体の会長さんたちを集めて、年に

２回ほど意見交換会をさせていただいており

ます。その会の中でも、その岩坂地区の代表

の方から、自分たちが頑張ってボランティア

でやるから、種の都合つかないかとかいう御

相談を受けておりまして、それを庁内のセク

ションにつないで今実現しているという状況

でございます。 

 以上でございます。 

 

○東充美委員 空から見て、機上から見て、

大体見えるような広い面積でもないでしょ

う。 

 

○中川交通政策課長 面積はちょっと失念い

たしましたけど、割と広いと聞いておりま

す。 

 

○東充美委員 日本一広い、美しい空港と銘

打っとるけんがそういうことでよかです。 

 以上です。 

 

○橋口海平委員 済みません。まず、ソウル

便週５便化を目指すということなんですが、

今度ちょうど水銀条約とかぶっているかと思

うんですけど、ホテルは足りているんでしょ

うか。 

 

○渡辺観光課長 最近、たびたび大規模なコ

ンベンション、例えば５月に糖尿病学会とい

うのがありまして、あのときは１万2,000人

ほど学会が、そのときは到底足りませんで、

福岡・博多まで、もちろん途中の菊池あるい

は山鹿、玉名もそれで満杯になったんですけ

ど、そういう１万人規模の学会があるとやっ

ぱりパンクしてしまうというような状況でご

ざいます。 

 それから、外国人観光客がふえていると申

しましたけれども、外国人観光客もいろんな

コンベンションとか何かのときはやっぱり取

りにくいということで、阿蘇のほうに行った

りとか、ほかの地域に行ったりして、今の流

れの中では大規模なコンベンション、あるい

は多くのお客さんが来るといった場合に足り

ない状況も間々見てあるところでございま

す。 

 

○橋口海平委員 では、韓国から来た客は、

結構県外に行かれて泊まるんですか。 

 

○渡辺観光課長 韓国のお客さんは、大体福

岡イン福岡アウトというのが多いんですけど

も、その中でもちろん大分も使いますけど

も、熊本で必ず１泊していかれますので、そ

の中で熊本市内あるいは阿蘇といったところ

を中心に宿泊されておるというふうに認識し

ております。 

 

○橋口海平委員 済みません。それと、48ペ

ージの「くまモン」ですが、クリスタルの

「くまモン」とテディベアは発売と書いてい

るんですけど、このＭＩＮＩの車は発売され

るんでしょうか。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 この車

は、実は国内115カ所のディーラーの客寄せ

の展示用というふうなことで、当初私どもと

の間ではお約束をしておりましたが、やはり

店頭を訪ねるお客様の中で、ぜひこれを購入

したいというふうなお客様がおられました。 

 それで、展示車両についてはどうぞという

ふうなことで、今先方とお話をしているとこ

ろでございます。実際に数台納車が済んでい

るというふうな情報も入ってきております。 

 

○橋口海平委員 一般販売というのは特にな

い……。（笑声） 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 そうです
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ね、お客様の要望次第かと思っていますけれ

ども、私どもＭＩＮＩの車を売るのが目的で

コラボしているわけじゃございませんで、熊

本県の観光宣伝というふうなことが目的です

ので、それにつきましては既に十分に成果を

得ることができたのかなというふうに認識し

ているところでございます。 

 

○橋口海平委員 ありがとうございます。 

 

○小早川宗弘委員長 よろしいですか。 

 

○髙木健次副委員長 では、私も一言。ずっ

と話を聞いていると、熊本市が政令市になっ

た関係で、先ほど平野委員も言われたとお

り、特に高速関係、それから道路関係、この

委員会にここ数年来微妙に、政令市になった

関係で、影響というのが県と熊本市の関係が

出てきておるような感じがするんです。 

 言われるように、この東口も、熊本市が提

出していったものを県のほうが認めていると

いうふうな感じ。ただ、こういう問題含め

て、熊本市に県のほうから今うまく何という

か、手のひらにのせられているような感じ

で、例えば熊本市が大きな、莫大な金をかけ

るような権限委譲というのはなかなか引き受

けない。 

 こういうところで、熊本市が何というか押

してくるというようなところが非常に見える

んです。ですから、こういう問題でも、熊本

市が出しとったから県のほうは熊本市に任せ

て仕事が減ったというような関係にならない

ように、どしどし県のほうがスタンスをとっ

ていかないと、道路関係にしろ新幹線関係に

しろ、熊本市に任せておくと非常に危うい面

があるんじゃないかなと。 

 ですから、熊本新港の問題もそうですよ。

熊本城の県営野球場もそうですよ。本来なら

熊本市が引き取るべきそういうところはやっ

ぱりきちんと整理をしていかないと、蒲島知

事も、きのうも、ちょっとおとといも話しま

したけど、先ほどから出ておるように、ダイ

ナミックな県政運営にはつながらぬのじゃな

いかなという感じがするんです。 

 ですから、どうか県の職員の皆さんも、こ

のようにしっかりと肝に銘じて、県が指導す

るんだという立場、スタンスをとっていかぬ

と、あっと気づいたときに、しまったという

ような感じにならないように、これはぜひし

っかりと企画振興部長を初めとして、特に蒲

島知事のほうにもそのようにしっかり伝えて

いただいて、県がそこそこ発展するような方

法、やり方、協議というものをやっていただ

きたいというふうに思います。 

 何か答えがあったら、企画振興部長のほう

からでも。 

 

○錦織企画振興部長 副委員長からもお言葉

がございましたけれども、今回のこの委員会

では、各委員から、本当にその１件について

はさまざまな形で御意見を賜ったところでご

ざいます。これにつきましては、我々執行部

のほうも重く受けとめなければなりません

し、これは先々知事との間でも政策議論を重

ねていく機会がございますので、その際には

私が責任を持ってお言葉を伝えさせていただ

きたいと、このように考えております。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかに質疑はありませ

んか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり） 

○小早川宗弘委員長 なければ、質疑はこれ

で終了いたします。 

 次に、議題(2)閉会中の継続審査について

お諮りいたします。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

議長に申し出ることとしてよろしいでしょう

か。 
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  （｢はい」と呼ぶ者あり） 

○小早川宗弘委員長 異議なしと認め、その

ようにいたします。 

 そのほか、その他として何かありません

か。 

 

○小杉直委員 その他ですが、花畑町かいわ

いの開発について、錦織企画振興部長にお尋

ねですが、熊本県はどの程度関与をするわけ

ですか。 

 

○錦織企画振興部長 実は、御指摘の花畑・

桜町の再開発事業につきましては、事業主体

が基本的には市、それからあの中に建ってい

る施設については、一部事業者が事業主体に

なっているというのが現実でございます。た

だ、もちろんあすこは熊本市の中核であると

同時に熊本県の中枢でもあるわけでございま

すから、積極的に私ども県といたしましては

関与するということで、市にずっと働きかけ

を行ってきた結果、今あすこの再開発のグラ

ンドデザインを描く協議会の中には私ども入

っておりますし、もちろん非公式な形での協

議というのは行っておるところでございます

ので、これからも県としては積極的に関与し

ていくというふうなスタンスで今臨んでおる

ところでございます。 

 

○小杉直委員 髙木副委員長もおっしゃいま

したように、熊本市が事業主体その他になっ

ても、県としての積極的な意見とか提言は、

今おっしゃったような方向でどんどんやって

ほしいと思います。特に、花畑町かいわいに

ついては、新聞・テレビ等で見ますと幾つも

何か課題が出てきておりますので、心配して

おりますので、そういう面でよろしくお願い

いたします。 

 ２点目、荒木委員にお尋ねですが、さっき

から駅前の安全の問題はたくさん出ておりま

すが、ニューオータニホテルの近所の電車通

りの箱形の中央分離帯ですね、切れておる中

央分離帯があるでしょう、あれについて夜間

が非常にわかりにくいという声が、通る県民

の人あるいはタクシー運転手から聞きますけ

れども、地元の委員としては感想は何かあり

ますか。 

 

○荒木章博委員 初めての委員会で、議会生

活で初めてだもんだからびっくりしています

けど、このことには、私も住む町内としてい

ろんな要望が出ているのも事実です。それと

含めて、電車通りを横断するのに、ニューオ

ータニからその前についても、信号機の時間

帯がちょっと短いので、信号の時間を少し長

くしてほしいという要望があっておりまし

た。これは南署のほうにもお願いをして、早

急に少し、５秒ぐらいだったですかね、５秒

というとかなりありますので、すぐ対応して

いただきました。このことは交通部長を初め

お礼を申し上げたいというふうに思っており

ます。 

 また、それも含めて、いろいろ小杉委員か

らも御指導いただいて、応援していただけれ

ばと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 

○小杉直委員 御意見ありがとうございまし

た。 

 それでは、土木部長と交通部長に要望です

が、確かに市の仕事でありますけど、中央分

離帯が箱形になって切れていますね。あすこ

が夜間になると、いつも通る人はわかりやす

い。それから、県外と観光客は横切るのに、

あの箱形が夜間は目立たないというふうな意

見がありますので、ついでのときで結構です

ので、一遍見にいっとっていただいて、もし

も執行部のほうで確かにそういう面があるな

というときには、市のほうに要望を出してい

ただくと助かると思います。 

 というのが、例えば国体道路を例に捉えま
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すと、以前も言いましたが、日赤からずっと

東にのぼりますと、今ＲＫＫカルチャーセン

ターになっておりますが、あれから先の国体

道路は県が管理して、中央分離帯その他はき

れいに反射鏡があってわかりやすかったんで

す。ところが、そういう状態、西のほう、市

の管理で非常にわかりにくくて中央分離帯に

乗り上げたり、あるいは反射鏡が壊れておっ

てもそのまま放置されたというふうなことが

過去にあっております。 

 そこで、市の悪口は言いませんが、やっぱ

り県の管理はすばらしいなというふうにいろ

んな意見がございましたので、さっき申し上

げましたニューオータニホテルかいわいの大

きな中央分離帯、それをついでのときに見と

っていただくとありがたいと思いますので、

要望しておきます。よろしくお願いします。 

 

○小早川宗弘委員長 ほんなら要望。 

 

○小杉直委員 はい。 

 

○荒木章博委員 本省から課長も来ておられ

ますから、万日山の西の景観、あのままでは

ちょっと、トイレをつくり、ベンチをつく

り、それだけではなくて企業も非常に積極的

に桜を植えたりされておりますから、積極的

にできる範囲内で西の景観あたりをお願いし

たいと思っております。 

 もう一点要望は、新幹線の工事が始まる前

までは、日曜朝市ということで駅の東口では

行われていました。朝５時過ぎから多くの地

域の方初め駅におりられる方たちの利用があ

ったと思っています。こういうあたりもそう

いう組合の方たちが、新幹線が全線開業でき

たら、また在来線がすべてでき上がったら戻

れるという意識でおりますので、これはしか

るときにお尋ねしますけども、そういったと

ころもよろしくお願いしたいというふうに要

望しておきます。 

 以上です。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかにありませんか。

なければ、これで本日の委員会を終了いたし

ます。 

  午後０時７分閉会 
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